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There are two courses for you

「あれも」「これも」やってみたい!
みなさんを応援します!!

化学・生命工学科には、化学の知識を基盤として様々な工業製品や医薬品を生み出し、社会生活を豊かにする目的があり

ます。本学科では、新素材や機能性物質、医薬品など、人々の生活に係わり、環境に優しい「ものづくり」のために必要な

知識を学びます。化学・生命工学科の科学・技術分野は多岐に渡りますので、「物質化学コース」と「生命化学コース」にて、

「化学」の幅広い分野に対応した教育・研究を行っています。

INTRODUCTION TO CHEMISTRY AND BIOMOLECULAR SCIENCE

初期状態 切断

もとどおり 室温で
自己修復

100 nm

太陽電池 新奇な色素
DMSO
溶液

Under UV light
Under

white LED

CH2CL2
溶液

太陽電池

蛍光色素 刺激応答性材料
Amine vapor Air

Acetone
溶液

MeCN
溶液

化学の視点で生命現象を解明する

■生命化学コース 募集学生数65名/教員20名

教授：池田 将

教授：リム リーワ

■分離分析化学
液体クロマトグラフィーにおける高性能キャピラ
リーカラムの開発

■ゲノム創薬
遺伝子工学を活用してタンパク質性バイオ医薬品の
開発を目指します。教授：横川 隆志

■微生物工学
新しい酵素や遺伝子を発見し、ものづくりに
応用する研究

■ナノバイオ材料
独自に設計・合成した分子から医療や診断に役立つ
ナノサイズの構造体を組み立てる研究をしています。 教授：吉田 豊和

■機能性ナノ磁性体
高機能性ナノ磁性材料
の創製と物性の解明を
通じて持続可能な社会
の構築に貢献する研究

■物質化学コース 募集学生数85名/教員30名

化学の視点でおこなう“ものづくり”

教授：船曳 一正

■無機材料化学
独自に見出した水溶
液プロセスにより
様々なナノ材料を作
り出しています。

教授：伴 隆幸教授：嶋 睦宏

教授：神原 信志 教授：三輪 洋平

■環境エネルギー工学
先進の化学反応：プラズマケミストリーとフォトケミスト
リーで、環境浄化法の開発と新エネルギーを創造します。

■高分子化学
分子レベルの精密設計によって新しい機能をもった
次世代高分子材料をつくり出す研究

■有機機能化学
色を持つ、発光する、無色太陽電
池に使える、独自
の有機機能分子を
開発します。
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化学のプロを目指す４年間 化学・生命工学科では基礎的な学科共通科目をしっかりと勉強した後、「物質化学コース」と「生命化学コース」に分かれ、

各々のコース科目を学び極めていきます。各コースではさらに、実験・演習・卒業研究を通して、自ら必要事項を調べ、

課題について考える能力を養い、得られた結果を分かり易く発表できるように指導しています。また、専門分野の英語教育

にも力を入れており、研究に係わる語学能力を育成します。

CURRICULUM FOR A PROFESSIONAL IN CHEMISTRY

１年～３年生で物質化学と生命化学の基礎を学
び、４年生で研究室へ所属します。１、２年生は
化学の基礎を物質化学
コース・生命化学コース
共通で勉強します。

生命化学コースでは、生
命化学、有機化学、物理
化学など様々な視点で生
命現象を分子レベルで理
解しようとしています。
４年生の卒業研究では、
いずれかの研究室に所属
し、自分のテーマに取り
組みます。

物質化学コースでは、有機
化学、無機化学、化学工学な
ど、様々な専門性をもつ先
生たちがユニークな研究を
おこなっています。
４年生になると、自分の興
味のある研究をおこなって
いる先生の研究室に所属し
て、卒業研究に取り組みます。

２年生後期からはそれ
ぞれのコースに分かれ
て、コース独自の授業が
増えます。

物質
化学
コース

数学、英語、プログラミング基礎、力学
技術表現法、化学基礎、生物学基礎など

3年生

3年生

1-2年生

物質化学コース実験

分子分光学、集合体化学
電子材料化学、機能材料学
無機工業化学、有機工業化学
高分子物性、化学工学など

4年生
研究室に所属

4年生
研究室に所属

生物有機化学、遺伝子工学
生物生産工学、分析化学
物理化学、医薬品化学
細胞生物学、化学安全工学など

生命化学コース実験基礎科目の講義の様子

生命
化学
コース 大橋研究室 私たちを形作る細胞は、脂質膜によって核などの区画に分

かれており、それぞれが協調しながら働いています。しか
し、細胞内外からの刺激はこれら細胞小器官の異常を引き
起こすことで、様々な病気に関わると考えられています。
私たちの研究室では、小胞体やゴルジ体を制御する分子メ
カニズムを研究することで、神経変性疾患や癌などの原
因・治療標的を明らかにし、創薬へ繋げようとしています。
研究室にて仲間と議論し研究する中で、細胞分子生物学的
な手法をマスターし、未だ誰も知らないことを探してみま
しょう。

岡研究室全ての生命は、数多くの分子の働きによって成り立っ
ています。岡研究室では、生命活動に欠かせない分子
である核酸や糖を対象として、これらを人工的に「フ
ラスコ内で」作り出す方法の研究に取り組んでいます。
このように合成された核酸や糖は、これらの分子の働
きを詳細に調べるためのツールとして活用しています。
また、病気の原因となる異常な核酸やタンパク質に働
きかける核酸や糖を作り出し、病気の予防や治療に役
立てる創薬研究にも取り組んでいます。

BIOMOLECULAR SCIENCE COURSE
生命
化学
コース

上宮研究室 未来のエネルギーである水素をつくり出す技術、地球
温暖化の原因となる二酸化炭素の排出を抑制する技術
は、未来の社会を守る大切な技術です。私たちの研究
室では、これらを中心に、化学工業の“ものをつくる”
ことと“ものをわける”ことにかかわる新しい材料の
開発に携わっています。
研究室では素晴らしい仲間との出会い、新しい発見な
ど、さまざまな経験がみなさんの成長の糧になります。
ぜひ新しいことに積極的に挑戦してください。

櫻田研究室縄文・弥生土器、ティーカップ、お皿などの食器は粘
土で形を作って高い温度で焼き固めたセラミックスで
す。パソコン、携帯電話、テレビなどにもセラミック
スの部品が使われています。焼き固めると縮みますし、
焼いた後で加工をすることも難しいので、ねらった形
を焼く前に作ることも大切です。セラミックス製造の
プロセスを一緒に考えてみませんか。金属の腐食とそ
の対策についても研究を行なっています。暮らしを支
えるモノの研究を一緒に楽しみましょう。

MATERIALS CHEMISTRY COURSE
物質
化学
コース




